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解説

★★★ （1）

★★★ （2）

★★★ （3） ア～ウは金属の性質であり、磁石にくっつくのは金属の性質ではない。

★★★ （4） 同じ金属かどうかを調べる手段の一つとして、密度が同じかどうかを調べるとよい。

★★★★

★★★ （6） 水の密度は、1ｇ/ 　 　 なので、密度＞1のときは、水に沈み、密度＜1のときは水に浮く。

★★ （7） メスシリンダーの目盛りは10分の1の目盛りまで読む。

★★★ （8）

★★★ （9） （8）で密度が1.26ｇ/        とわかったので、表1をみて、1.26の条件に合うのは、ポリ塩化ビニルの1.2～1.6となる。

①ア空気調節ねじで、イガス調節ねじである。②ガスバーナーの使い方はしっかりと覚えておこう！③火を消すと
きは、アの空気調節ねじから閉める。反対に火をつけるときはガス調節ねじから開ける。

無機物はC（炭素が含まれていないもの）、燃やすと二酸化炭素が発生しないものである。プラスチックは有機物
なので、間違いないようにしよう！

プラスチックは有機物であるため、燃やすと二酸化炭素が発生する。つまり、プ
ラスチックには炭素（C）が含まれていることが分かる。

（5）

密度の求め方は、密度（g /       )＝質量（ｇ）÷体積（         ） なので、問題の質量（4.4ｇ）で体積は（7）で読み
取った体積（53.5－50.0＝3.5　　　）より、4.4÷3.5＝≒1.257≒1.26ｇ/        となる。

1

   

         

      

   

目標時間

25分1.いろいろな物質（解答）

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

（3）
③

ア

（6）
原子の記号

D G C

（2）

③、④、⑥、⑧、⑨ エ

記号

密度が同じだから。

理由

（4） （5）
気体の名称

空気

① ②

キ、オ、ケ、ア、ク、ウ

（1）

二酸化炭素
ア

（7）

　　　　　53.5　　　　ｍL

（8）

　　1.26　　ｇ/

（9）

ポリ塩化ビニル   
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解説

★★★ （1） ①水素は水に溶けにくい、②は酸素、③は二酸化炭素、④は塩素、⑤は酸素、⑥が水素（答え）の性質である。

★★★ （2） アンモニアを発生させる方法は、塩化アンモニウムに水酸化ナトリウム（水酸化カルシウム）を加えると発生する。

★★★ （3） アは水素、イは二酸化炭素、ウはアンモニア、エは酸素（答え）の発生方法の説明である。

★★★ （4） 気体Dは二酸化炭素が発生することから、貝殻には炭素（C）が含まれていることがわかる。

★★ （5） 塩素は黄緑色で漂白作用や殺菌作用があり、プールの消毒にも使用されている。

★★ （6） ほかの物質の燃焼を助ける気体は酸素（O2)のCである。

★★★ （7）

★★★★ （8） 単体は1種類の原子からできているものなので、気体Aの水素（H2)、気体Cの酸素（O2）、気体Eの塩素（Cl2）となる。

★★★ （9）

★★★ （10） 気体の性質による集め方と名称はしっかりと覚えておこう！

★★★ （11） うすい塩酸と亜鉛やマグネシウム、アルミニウム、鉄などを加えると気体A（水素）が発生する。

解説

★★★ （1） 塩酸に石灰石に加えると、二酸化炭素（CO2)が発生する。

★★ （2）

★★★ （3） ①グラフを見て折れ曲がっているところをみると、石灰石が6.5ｇのところになっている。

★★★★

★★★★★ （4）

②石灰石を質量を増やしていったのにもかかわらず、グラフのM地点のようになったのは、塩酸がすべて反応した
からだと考えられる。

塩酸20　　　では6.5ｇの石灰石をすべて溶かすことができる。塩酸ｘ　　　では石灰石10.0ｇを溶かすことができと
すると、式は20：6.5＝ｘ：10となり、これを解くと　X≒30.7≒31　　　となる。

気体A：水素（H2）、気体B：アンモニア（NH3）、気体C：酸素（O2）、気体D：二酸化炭素（CO2）、気体E：塩素（Cl2）と
なる。

青色リトマス紙を赤色に変えるのは、酸性の気体である。水に溶けて酸性を示すものは、気体Dの二酸化炭素
（CO2）と気体Eの塩素（Cl2）である。ちなみにアンモニアはアルカリ性である。

Xは酸素、Yは二酸化炭素、Zはアンモニアの説明である。二酸化炭素は水上置換法（P）か下方置換法（R)で集め
る。

空気中に窒素は約80％、酸素は約20％含まれているので窒素：酸素＝4：1となる。ちなみに二酸化炭素は空気
中に約0.01％と非常に少ない。

1
（1） （3） （4） （6）

（10）

　窒素：酸素＝　　4　　：　　1

ウ

（11）

マグネシウム
（アルミニウム鉄など）

C

Cｌ2 CO2

（7） （8）

A、B、E

（9）

⑥

（2）

塩化アンモニウム エ C

（5）

塩素

2 （2）
②

ウ

（4）

31

（1）

CO2 イ

（3）
①

      　　6.5     　  g
   

      

   

目標時間

30分2.気体の発生と性質（解答）

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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解説

★★ （1）

★★★ （2） 有機物はアとオでその他は無機物である。

★★★ （3） 状態変化するときは、分子の「種類と数」は変わらない。運動のようすと集まり方は変わる。

★★★ （4）

解説

★★★ （1）

★★ （2）

★★★ （3）

★★★ （4）

★★★ （5）
物質の量を半分にしても融点や沸点の温度は変化しない。グラフの傾きは量が半分になることから、急になり、de
間の長さは短くなる。

ab間は固体、bc間は固体と液体、cd間は液体、de間は液体と気体、ef間は気体
の状態である。

ｘは固体から気体になる温度で融点、Yは液体から気体になる温度で沸点とい
う。
液体から気体になる状態変化を蒸発（気化）という。その他の状態変化を右の
図にまとめた。

液体から気体になると、質量は変わらないが体積が（物質の粒子間の距離）
大きくなるため、密度は小さくなる。粒子の粒の大きさは変わらない。

ロウの固体はロウの液体よりも体積は小さくなり、質量は変わらないため、密度が大きくなる。よって固体のロウを
液体のロウの中に入れるとウ沈むが正解となる。

ロウが液体から固体になるときは質量は変わらないが体積は小さくなる。よって体積が小さくなっているのはエで
ある。

1 （1） （3） （4）

エ ア オ

（2）

ウ ウ

2

目標時間

50分3.物質の状態変化（解答）

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

① ② ③ ④

ウ イ ウ ア

① ② ③ ④

キ キ ウ オ

（4）

（5）

（2）

融点

（3）

蒸発（気化）

①

イ、ウ

②

イ

（1）
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解説

★★★ （1） 融点が－20℃よりも小さく、沸点が－20℃よりも大きいものを選べばいいので、イ　エタノールとなる。

★★★ （2） 密度の求め方は、ｇ÷　　　　なので、0.95÷1.2≒0.791≒0.79ｇ/        となる。

★★★ （3） 熱い湯を注ぐと袋がふくらんだことから、体積は大きくなったことがわかる。しかし、状態変化では質量が変化しない。

★★ （4） 急な突沸を防ぐために沸騰石を入れる。

★★★ （5）

★★★ （6） エタノールの沸点は約78度で水の沸点は100度なので、ウを選ぶ。

★★ （7） 液体を加熱して沸騰させ、出てくる気体を冷やしてふたたび液体にして集める方法を蒸留という。

★★★ （8）

★★ （9） 固体、液体、気体の順で物質間の粒子の距離が大きくなる。

逆流を防ぐために、加熱を止める前に、ガラス管を試験管から抜かなければならない（ウ）。また、ガスバーナーの
火を止めるときは、空気調節ネジから閉じる（オ）。

はじめの方に集まった液体はエタノールの割合が多い。しかし、純粋ではない。エタノールが集まりきったら、次い
で、水が集まる。

3 （1）

（6）

（8） （9）

（5）

ウ、オ

（7）

蒸留ウ

エ オ

白い粒

沸騰石 急な沸騰を防ぐため。

理由

（4）

イ

（2）

　0.79　　ｇ/ 質量は変わらず、体積が大きくなるので、エタノールの密度は小さくなる。

（3）

   

      

https://iidrill.com/


 

 
https://iidrill.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説

『質量パーセント濃度＝溶質/溶液（溶媒＋溶質）×100』

★★★ （1） 20÷（80＋60＋20）×100＝12.5％

★★★ （2） 10÷（10＋50）≒16.66≒16.7％

★★★★ （3） 水をXｇ蒸発させるとすると、10÷（60－X）×100＝20となり、これを解くとX＝10となる。　

★★ （4）

★★★ （5）

解説

★★ （1） 固体を高い温度の水に溶かしたあと、温度を下げて結晶をとりだす方法を再結晶という。

★★★★ （2） 60℃のときと20℃のときで、溶解度の差が最も大きいものを選ぶ。

★★★ （3） 飽和水溶液のこさはどの部分も同じである（エ）。

★★★★ （4）

★★ （5） 図2のような装置を用いて固体と液体を分ける方法をろ過という。

★★★ （6）

★★★★★ （7）

ろ紙にたまるのは、結晶はろ紙の穴より大きいためで、水溶液がビーカーにたまるのは、水溶液中の物質はろ紙
の穴より小さいからである。

実験3の水溶液には150ｇ（500×0.3）の硝酸カリウムが溶けている。ということは水350ｇで10℃で溶ける硝酸カリ
ウムは22ｇなので、22×3.5倍（水100ｇに対して水350ｇの割合）＝77ｇ、よって、結晶となって出てくる硝酸カリウ
ムは150－77＝73ｇとなる。

溶けている物質を溶質、溶質を溶かしているものを溶媒、溶質と溶媒をまとめて溶液という。また、溶媒が水のと
き水溶液という。

ろ過の正しい方法は、ガラス棒をつたって、溶液を流し込み、ガラス棒はろうとにつける。また、ろうとのあしの長い
方をビーカーの壁につける。

図Ⅰは100ｇに溶ける物質の質量（ｇ）で、実験2は「硝酸カリウム60ｇを水50ｇ」に入れていることから、これを「硝
酸カリウム120ｇを水100ｇ入れる」に置き換えるとよい。図1をみると硝酸カリウムは65℃のときに120ｇとなるの
で、答えは65℃（エ）となる。

1 （4） （5）（3）

　　　　10　　　　ｇ エ オ

（1）

12.5%

（2）

16.7%

2 （3） （4）
記号

A

（6）

エ エ

（5）

ろ過 イ

（7）

　　　　73　　　　ｇ

（1）

再結晶
60℃のときと20℃のときの溶解度の差が一番大きいから。

理由

（2）

目標時間

40分4.水溶液（解答）

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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